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1.はじめに 
今回リリースいたしました「介五郎（介護保険版）Ver11.4.0.0」は、新しい科学的介護情報システム（LIFE）

への追加対応版になります。 

 

8/1 より新しい LIFE システムが正式に稼働しました。8/1 より前は「利用者情報」と「ADL 評価情報」

しかアップロードできませんでしたが、8/1 からはその他の様式情報も LIFE にアップロードできるようにな

りました。新しい LIFE では様式情報の内容も見直され、アップロードに使用する CSV ファイルもバージョ

ン 0200 から 0300 に更新されました。 

 

介五郎は前回のバージョンで「利用者情報」と「ADL 評価」に対応していました。それに加えて今回のバ

ージョンで「科学的介護推進に関する評価」と「リハビリテーション計画」の新しい様式情報をアップロード

できるようになりました。「個別機能訓練計画書」については別製品『サクラベル』にて対応しています。（下

表参照） 

 

 本マニュアルでは新しくなった「科学的介護推進に関する評価」と「個別機能訓練計画書」の変更内容につ

いてご説明します。LIFE の利用手続や様式情報のアップロード方法については LIFE のマニュアルをお読み

ください。 

 

 

【新しい LIFE への対応】 

Ver.11.3.0.0（前バージョン）にて対応済み 
●利用者情報 

●ADL 評価 

Ver11.4.0.0（本バージョン）にて新規対応 

◎科学的介護推進に関する評価 

◎リハビリテーション計画書（訪問リハ、通所リハ） 

（興味・関心チェックシートを含む） 

個別機能訓練ソフト『サクラベル』にて対応 

◎個別機能訓練計画書 

◎興味・関心チェックシート 

◎生活機能チェックシート 
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2. 新 LIFE への対応帳票の追加 
  

■ 新 LIFE システムの稼働スケジュール 

 令和 6 年 8 月 1 日から新しい LIFE（科学的介護情報システム）が正式稼働しました。稼働開始後の 8/1

～10/10 までは遡り入力期間となり、移行期間中（4/22～7/31 までの間）に提出できなかったデータを

提出することができます。また、8 月分のデータ提出も 10/10 までに行えば良いとされています。 

 10/10 以降は通常運用に移行し、記録・評価した月の翌月 10 日までにデータを提出するようになります。 

 

 

厚生労働省「新 LIFE システムの CSV ファイル連携」より 

 

【LIFE の動向】 

4/22 

～  

7/31 

◎新 LIFE システム移行期間 

 ・利用者情報、ADL 評価表のみデータ提出可 

8/1 

～  

10/10 

◎新 LIFE システム正式稼働 ［遡り入力期間］ 

 ・全データ提出可 

・4～8 月分のデータを提出（※8 月分も 10/10 まで提出可） 

10/10 

～  

◎通常運用開始 ［毎月更新する体制に移行］ 

 ・記録・評価した月の翌月 10 日までにデータを提出 
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詳細は新 LIFE システムのページをご参照ください 

 本マニュアルは介五郎の利用マニュアルのため、新 LIFE システムの利用手続や利用方法やなどの説明を

割愛させていただいています。新 LIFE の詳細については新 LIFE のページから取得できるマニュアルをご

参照ください。 

 

【新 LIFE システム URL】 

https://life-web.mhlw.go.jp/home 

 

 

 

■ 個別機能訓練計画書について 

 通所介護の個別機能訓練計画書は有償オプション製品『サクラベル』にて提供させていただいています。『サ

クラベル』についてご興味いただける場合は弊社窓口（06-6975-3401）までお問い合わせください。 

 また、誠に恐縮ではございますが、すでに『サクラベル』をご利用いただいているユーザー様におかれまし

ても、新 LIFE システム対応版の『サクラベル』をご利用いただくには、新しいライセンスをご購入いただく

必要があります。（ご利用中のユーザー様には弊社より別途ご案内を送らせていただく予定です） 

 

 

機能訓練ソフト『サクラベル』 

★ 個別機能訓練計画書・興味関心チェックシート・生活機能チェックシートなどが作成できます。 

★ 科学的介護情報システム（LIFE）への情報提供に対応しています。 

★ 介五郎と連携して使用することができます。 

★ 体力測定などの記録を動画付きで残すことができます。 

 

https://life-web.mhlw.go.jp/home
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■ LIFE と加算の関係 

 LIFE の活用により算定できる加算と、加算の算定要件になる様式をまとめた表です。 

 

①LIFE の活用等が要件として含まれる加算一覧（施設・サービス別） 

   

②LIFE の活用が求められている加算に関連する様式 

 

 

【赤枠】 

介五郎が対応する項目 

介五郎で作成できる様式 

【赤枠】 

介五郎が対応する項目 

サクラベルで作成できる様式 

【リハビリテーションマネジメント加算（ハ）】  
介五郎では栄養ケアおよび口腔機能向上に関

する計画書等を作成することができないた

め、別途これらの書類を作成し LIFE へアップ

ロードされる場合のみ対応可能です。 
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■ LIFE アップロード用 CSV のバージョンについて 

 各帳票の印刷画面からLIFEに情報をアップロードするためのCSVファイルを出力することができますが、

旧 LIFE（令和 3 年度版）と新 LIFE（令和 6 年度版）で CSV のバージョンが異なります。令和 3 年度版の

CSV はバージョン 0200 で、令和 6 年度版は 0300 です。 

 

 新しい LIFE システムにアップロードするためには CSV をバージョン 0300 で作成する必要があります。

バージョン 0200 と 0300 の違いについては、このあとご説明します。お読みいただき、バージョン 0300

の CSV を作成するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票ごとの CSV ファイルの詳細ページ 

科学的介護推進に関する評価 P.10 

リハビリテーション計画書 P.30 

新 LIFE システムへアップロードできるのは CSV バージョン 0300 のみです 

旧 LIFE 用 CSV 

Ver0200 

新 LIFE 用 CSV 

Ver0300 
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2-1. 各帳票の様式変更 
本章では科学的介護推進に関する評価とリハビリテーション計画書の変更点についてご説明します。どちら

の帳票もメニューを開いたときは新様式（令和 6 年度版）の入力画面が開かれます。この画面では旧様式（令

和 3 年度版）で作成した評価表・計画書を閲覧することができませんが、過去に作成したデータが消えたわけ

ではありません。過去のデータは旧データの参照画面を開けば確認できるようになっています。 

 

【旧データ参照】 

科学的介護推進に関する評価 リハビリテーション計画書 

（令和 6 年度版） 

 

 

（令和 6 年度版） 

 

（令和 3 年度版） 

 

（令和 3 年度版） 

 

 

本章の構成 

 

2-1-1. 科学的介護推進に関する評価 P.8 

 新しい科学的介護推進に関する評価の変更内容と注意点をご説明します。 

2-1-2. リハビリテーション計画書 P.29 

新しいリハビリテーション計画書の変更内容と注意点をご説明します。 

 

  

旧データ参照 

（R3 年度版） 
旧データ参照 

（R3 年度版） 
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2-1-1. 科学的介護推進に関する評価 

 「科学的介護推進に関する評価」メニューを開くと、新しい様式（令和 6 年度版）の入力画面が開きます。

旧様式（令和 3 年度版）の評価表は画面右上の旧データ参照（令和 3 年度版）から確認することができます。

令和 3 年度版の画面を開いたときは区別がつけられるように、右上に「令和 3 年度版」と表示されます。 

 

＜科学的介護推進に関する評価＞ 

（令和 6 年度版） 

 

（令和 3 年度版） 

 

  

旧データ参照 

（令和 3 年度版） 

旧データを開いているときはここに

「令和 3 年度版」と表示されます 
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【科学的介護推進体制加算と評価情報の入力について】 

 介五郎が対応しているサービスのうち、現行制度で科学的介護推進体制加算を算定できるのは通所介護、

通所リハ、（看護）小規模多機能型居宅介護のみになります。居宅介護支援、訪問系サービス、福祉用具貸

与、居宅療養管理指導では加算を算定できません。しかし、加算の有無にかかわらず、どのサービスでも様

式情報を作成して LIFE にアップロードすることはできます。 

 そのため介五郎では画面上部メニューバーの「連携機能(C)」－「LIFE 連携(L)」から他のシステム用の

科学的介護推進に関する評価も入力できるようになっています。 

 

 

 

 

 

POINT 

画面上部メニューバーから 

「連携機能(C)」－「LIFE 連携(L)」 

を選択すると、各サービスの 

「科学的介護推進に関する評価」 

メニューを開くことができます。 

（例）居宅介護支援用「科学的介護推進に関する評価」 



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

10 

 

１．CSV ファイルのバージョンについて 

 LIFE アップロード用の CSV ファイルは新旧様式でバージョンが異なります。旧様式（令和 3 年度版）は

バージョン 0200 です。新様式（令和 6 年度版）はバージョン 0300 です。新 LIFE にアップロードできる

のはバージョン 0300 のみで 0200 はできません。 

下表のとおり、バージョン 0200 と 0300 で CSV ファイルの名前が変わります。新 LIFE にアップロー

ドする時はファイル名がバージョン 0300 の名前になっていることをご確認ください。 

 

令和 3 年度版（Ver.0200） 令和 6 年度版（Ver.0300） 

SERVICE_USER_INFO.csv SERVICE_USER_INFO.csv 

利用者情報 利用者情報 

FORM_0000_2021.csv SCIENTIFIC_NURSING_CARE_PROMOTION_2024.csv 

科学的介護推進情報 科学的介護推進に関する評価 

FORM_0001_2021.csv 
SCIENTIFIC_NURSING_CARE_PROMOTION 

_DIAGNOSIS_2024.csv 

科学的介護推進情報 （既往歴情報）  科学的介護推進に関する評価（診断名） 

FORM_0002_2021.csv 
SCIENTIFIC_NURSING_CARE_PROMOTION 

_TAKING_MEDICATION_2024.csv 

科学的介護推進情報 （服薬情報） 科学的介護推進に関する評価 （服薬情報） 

（CSV ファイルの出力場所） 

 

インフォ・テック 

関連フォルダ 

 

LIFE 連携 

 

（事業所番号） 

 

各 CSV ファイル 

 

 

 

【旧バージョンの CSV 出力制限】 

 誤ってバージョン 0200 の CSV を作成しないように、令和３年度版（旧データ参照）の画面では CSV

を出力できないように制限しています。 

 

POINT 

旧データ参照画面では CSV 出力ボタン

を押せないように制限しています 



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

11 

 

２．旧様式から新様式への複写 

 旧様式（令和 3 年度版）で作成したデータを新様式（令和 6 年度版）へ複写することができます。ただし

様式が見直されたため、新様式で追加・変更された項目は複写できません。そのため旧様式から新様式に複写

したあとは複写できなかった項目の修正が必要です。 

複写するときは管理日を複写先の日付にして F3 複写をクリックしてください。複写画面で「旧」と表示さ

れるのは旧様式のデータです。 

 

＜科学的介護推進に関する評価（令和 6 年度版）＞ 

    

 

 

 

【旧データから複写できない項目】 ※下記の項目は複写後に追加入力が必要です 

タブ 項目 

基本情報 ①評価時点 

総論（診断名・入院） ①傷病名コード（※詳細は P.14 の「注意」参照） 

②チェック項目「特定疾病または生活機能低下の直接の原因に該当する」 

③緊急入院の状況 

総論（服薬・同居） なし 

総論（ADL） なし 

口腔・栄養 ①チェック項目「歯の汚れ」「歯肉の腫れ・出欠」 

認知症 なし 

認知症（生活・認知） ※全項目 

認知症（DBD13） なし 

ICF ※全項目 

 

  

F3複写 

「旧」と表示されるデータは旧様式（令和 3 年度版）

で作成されたデータです 
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■ 科学的介護推進に関する評価（令和 6 年度版）の画面 

 科学的介護推進に関する評価（令和 6 年度版）の入力画面です。主に認知症に関わる項目が追加されていま

す。 

 

（基本情報タブ） 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

評価時点 
評価を行ったタイミングを選択します。未をクリックすると未選択状態に戻せま

す。 

サービス利用終了理由 
令和３年度版では「総論（服薬・同居）」タブに項目がありましたが、基本情報タ

ブに移動しました。 

旧データ参照 

(令和 3 年度版) 

クリックすると、令和 3 年度版で作成した評価表を確認・修正することができま

す。 
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（総論（診断名・入院）） 

※任意入力項目のため加算の算定上必須ではありません 

 

 

設定項目 

項目名 説明 

診断名欄（※任意入力項目） 

No. 通し番号を表示します。 

傷病名コード 傷病名コードを入力します。（※令和 6 年版では ICD10 コードを使用できません） 

傷病名コード検索 
クリックすると診療報酬情報提供サービスの傷病名マスター検索ページを開きます。

傷病名コードを検索する時にご使用ください。 

診断名 傷病名をテキストで入力します。 

特定疾病または生活機能低下 

の直接の原因に該当する 

傷病名が特定疾病または生活機能低下の直接の原因である場合はチェックを入れま

す。 

 ↑   ↓  
入力した傷病名を並べ替える時に使用します。移動したい行をクリックしてからこの

ボタンをクリックすると、その行が上下に移動します。 

行挿入 
空白行を間に挿入したい場合に使用します。挿入したい行の下の行をクリックしてか

らこのボタンをクリックすると、空白行が挿入されます。 

行削除 
不要な行を削除する時に使用します。削除したい行をクリックしてこのボタンをクリ

ックすると、その行が削除されます。 

緊急入院の状況欄（※任意入力項目） 

入院日 入院日を入力します。 

受療時の主訴 
患者が医者に申し立てる症状のうちの主要なものを入力します。「発熱」「転倒」「その

他」から選択し、「その他」の場合はその内容をテキストボックスに入力します。 

ダブルクリック 
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【新 LIFE では ICD10 コードを使用できません】 

 傷病名のコードを入力する際、旧 LIFE（令和 3 年度版）では ICD10 コードを使用しましたが、新 LIFE

（令和 6 年度版）では傷病名コードを使用することになり、ICD10 コードが使用できなくなりました。 

 旧データを新様式に複写すると、ICD10 コードを複写できないので傷病名コード欄が空白になります。

コードの再入力が必要になるのでご注意ください。 

 

（令和 3 年度版 既往歴情報入力） 

 

 

（令和 6 年度版 診断名情報入力） 

 

 

 

 

 

【傷病名コード＝請求コードです】 

 傷病名コードの検索に役立つ「診療報酬情報提供サービス」では傷病名コードのことを「請求コード」と

記載しています。 

 

【「診療報酬情報提供サービス」傷病名マスター検索ページ】 

 

 

  

POINT 

請求コード＝傷病名コード → ○使用可 

ICD10 コード → ×使用不可 

注意！ 

ICD10 コードは新 LIFE で使えないため複写しません 

旧データを複写した場合は傷病名コード欄が空白になるので、改めて入力してください 
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（総論（服薬・同居）） 

※任意入力項目のため加算の算定上必須ではありません 

 

 

設定項目 

項目名 説明 

服薬情報欄 

No. 通し番号を表示します。 

薬剤コード 医薬品マスターにもとづいて、薬剤コードを入力します。 

医薬品マスター検索 
クリックすると診療報酬情報提供サービスの医薬品マスター検索画面を開きま

す。 

薬剤名称 薬剤の名称をテキストで入力します。 

確定 クリックすると入力した内容を確定します。 

その他の項目 

家族の状況 利用者が独居か同居か選択します。 

 

  

ダブルクリック 



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

16 

 

（総論（ADL）） 

 

設定項目 

項目名 説明 

ADL 取得 クリックすると ADL 評価表の内容を取得することができます。 

食事～排尿コントロール 
各評価項目をクリックして入力します。未をクリックすると入力した内容を

リセットします。 

合計点 入力した各項目の合計点を表示します。 

 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

17 

 

（口腔・栄養） 

 

設定項目 

項目名 説明 

口腔・栄養 各項目 
身長・体重を数値で入力し、各項目の有無を選択します。未をクリックする

と選択した内容をリセットできます。 
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（認知症） 

 

設定項目 

項目名 説明 

認知症 各項目 
各項目について該当の有無を選択します。未をクリックすると入力した内容をリ

セットします。 

VitalityIndex 各項目 各項目について 1～3 の選択肢を選択します。評価は 3 が軽度で 1 が重度です。 

 

Vitality Index とは 

Vitality Index は日常生活での行動を起床・意志疎通・食事・排泄・活動の 5 項目で評価し、高齢者のリ

ハビリテーションや介護場面での意欲を客観的に測定するものです。各項目はそれぞれ 0～2 点まで配点さ

れた 3 つの選択肢からなり、満点は 10 点となります。 
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（認知症（生活・認知）） 

 

設定項目 

項目名 説明 

生活・認知機能尺度 各項目 各項目の評価を 5 段階から選択します。軽度が 5 で重度が 1 の評価です。 
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（認知症（DBD13）） 

 

設定項目 

項目名 説明 

DBD13 各項目 各項目について、5 段階の評価を選択します。軽度が 1 で重度が 5 の評価です。 

 

DBD13 とは 

DBD13（認知症行動障害尺度）は、認知症の周辺症状（行動・心理症状）を簡潔に評価するための尺度です。もと

もとは 1990 年に「Dementia Behavior Disturbance scale（DBD）」として発表され、認知症患者の行動障害を評

価するツールとして使用されてきました。その後、28 項目の DBD から因子分析を行われ、13 項目に絞り込んだ短縮

版を発表しました。それが DBD13 です。 

DBD13 は、平成 25 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業の「認知症の早期診断、早期対応につながる初期集中

支援サービスモデルの開発に関する調査研究事業」などで有用性が認められ、認知症の周辺症状（BPSD）のアセスメ

ントツールとして採用されました。令和 3 年 4 月から国全体で科学的介護を推進する中で科学的介護情報システム

LIFE の項目として、意欲を評価する Vitality Index（バイタリティインデックス）などとともに採用されました。 

DBD13 は、認知症の軽度から重度に至るまでの行動異常を各質問項目について０点から 4 点の 5 段階で評価し、

点数が高いほど重度になります。すべての項目が常にあるときには4×13で 52 点となります。 

 

 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

21 

 

（ICF） 

 

設定項目 

項目名 説明 

ICF ステージング 各項目 
各項目について、5 段階の評価を選択します。軽度が 5 で重度が 1 の評価

です。 

 

ICF とは 

ICF（International Classification of Functioning 国際生活機能分類）とは、 人間のあらゆる健康状態に関係した

生活機能状態から、その人を取り巻く社会制度や社会資源までをアルファベットと数字を組み合わせた方式で分類し、

表現しようとしたものです。この ICF は、世界保健機関（WHO)において、1980 年に国際疾病分類（ICD）の補助と

して発表されました。その後、機能障害と社会的不利に関する分類である WHO 国際障害分類（ICIDH)の改訂版とし

て、02001 年５月に行われた世界保健機関の総会において採択されました。 

この改定により、WHO 国際障害分類（ICIDH)がマイナスな側面のみに注目した障害の分類という考え方であったの

に対し、ICF（国際生活機能分類）は、 生活機能というプラスの側面からも注目するように視点を転換し、さらに環境

因子の観点が加わったことが特徴です。 
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■ 出力帳票サンプル 

 

（科学的介護推進に関する評価（通所・居住サービス） 1/2） 
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（科学的介護推進に関する評価（通所・居住サービス） 2/2） 
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（生活・認知機能尺度 1/2） 
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（生活・認知機能尺度 2/2） 
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（DBD13） 
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（ICF ステージング 1/2） 
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（ICF ステージング 2/2） 
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2-1-2. リハビリテーション計画書 

訪問リハ 通所リハ 

 訪問リハ、通所リハのリハビリテーション計画書を開くと、新しい様式（令和 6 年度版）の入力画面が開き

ます。旧様式（令和 3 年度版）の評価表は画面右上の旧データ参照（令和 3 年度版）から確認することがで

きます。令和 3 年度版の画面を開いたときは区別がつけられるように、右上に「令和 3 年度版」と表示され

ます。 

 

※画面サンプルに通所リハビリテーション計画書の画面を使用しますが、訪問リハビリテーション計画書

も変更内容は同様です。 

 

＜リハビリテーション計画書＞ 

（令和 6 年度版） 

  

（令和 3 年度版） 

  

  

旧データ参照 

（令和 3 年度版） 

旧データを開いているときはここに

「令和 3 年度版」と表示されます 
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１．CSV ファイルのバージョンについて 

 LIFE アップロード用の CSV ファイルは新旧様式でバージョンが異なります。旧様式（令和 3 年度版）は

バージョン 0200 です。新様式（令和 6 年度版）はバージョン 0300 です。新 LIFE にアップロードできる

のはバージョン 0300 のみで 0200 はできません。 

下表のとおり、バージョン 0200 と 0300 で CSV ファイルの名前が変わります。新 LIFE にアップロー

ドする時はファイル名がバージョン 0300 の名前になっていることをご確認ください。 
 

令和 3 年度版（Ver.0200） 令和 6 年度版（Ver.0300） 

SERVICE_USER_INFO.csv SERVICE_USER_INFO.csv 

利用者情報 利用者情報 

FORM_0310_2021.csv INTEREST_CHECK_SHEET_2024.csv 

興味関心チェック情報 興味関心チェックシート 

FORM_0410_2021.csv 

REHABILITATION_PLAN_2024.csv 

リハビリテーション計画書 

リハビリテーション計画書（医療介護共通部分）(様式 2-1 情報)  

FORM_0420_2021.csv 

リハビリテーション計画書（介護）(様式 2-2 情報) 

FORM_0430_2021.csv 

 

リハビリテーション会議録(様式 3 情報) 

FORM_0440_2021.csv 

 

FORM_0450_2021.csv 

生活行為向上リハビリテーション実施計画書(様式 5 情報) 

（CSV ファイルの出力場所） 

 

インフォ・テック 

関連フォルダ 

 

LIFE 連携 

 

（事業所番号） 

 

各 CSV ファイル 

 

 

 

【旧バージョンの CSV 出力制限】 

 誤ってバージョン 0200 の CSV を作成しないように、令和３年度版（旧データ参照）の画面から CSV

出力できないように制限しています。 

 

 

POINT 

旧データ参照画面では CSV 出力ボタン

を押せないように制限しています 
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２．旧様式から新様式への複写 

 旧様式（令和 3 年度版）で作成したデータを新様式（令和 6 年度版）へ複写することができます。ただし

様式が見直されたため、新様式で追加・変更された項目は複写できません。そのため旧様式から新様式に複写

したあとは複写できなかった項目の修正が必要です。 

複写するときは管理日を複写先の日付にして F3 複写をクリックしてください。複写画面で「旧」と表示さ

れるのは旧様式のデータです。 

 

＜リハビリテーション計画書（令和 6 年度版）＞ 

 

    

 

 

 

【旧データから複写できない項目】 ※下記の項目は複写後に追加入力が必要です 

興味・関心チェックシート 

なし 

リハビリ計画書 1 

本人・家族の希望 

①リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組み 

②担当職員の職種欄 

  

健康状態 

①病名コード（※詳細は P.36 の「注意」参照） 

②合併症欄 

  

心身機能 なし 

活動（基本） なし 

活動（ADL） なし 

 

 

F3複写 

「旧」と表示されるデータは旧様式（令和 3 年度版）

で作成されたデータです 
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目標 ①各目標の ICF コード（※コードのみ複写不可で名称・説明欄は複写されます） 

   

方針 なし 

特記事項 なし 

リハビリ計画書 2 

活動（IADL） なし 

環境因子 なし 

社会参加 ①社会参加の状況（※ICF コードおよび名称・説明欄とも複写不可） 

要因分析① 

要因分析② 

①「活動と参加において、重要度の高い課題」以外の全項目 

具体的なサービス内容 ①解決すべき課題（※ICF コードおよび名称・説明欄とも複写不可） 

②期間 

③具体的支援内容欄の支援コード、頻度、時間（※名称・説明欄の文章のみ複写可） 

  

④「※日常生活で本人、家族が実施すべきこと」 

情報提供 なし 

活動と参加 ※全項目 

リハビリ会議録 

なし 

プロセス管理票 

※全項目 

生活行為向上実施計画 

訓練（活動） 

訓練（心身機能／参加） 

令和３年度版では支援コードを選択する入力形式でしたが、令和 6 年度版では名称・説明

の文章のみ入力する形式に変更されました。そのため文章部分のみ複写可能です。 

 

  

ICF コード＝複写不可 

複写可 
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【ICF コードは旧計画書から複写できません】 

 新 LIFE では課題・目標の設定や利用者の社会参加状況の把握などで使用する ICF コードが一部変更され

ました。この影響で令和 3 年度版から令和 6 年度版へ ICF コードを複写することができません。複写後に

コードを再選択する必要があるので、ご注意ください。 

（令和３年度） 

 

 

（令和 6 年度） 

 

 

 

 

 

【旧計画書からプロセス管理票を複写することはできません】 

 プロセス管理票は新旧で大きく様式が異なるため、旧計画書（令和 3 年度版）から新計画書（令和 6 年

度版）へ複写することができません。 

複写しようとすると下記エラーが表示されます。エラーが出た場合は「プロセス管理票」のチェックを外

すと複写可能になります。 

 

令和 3 年度版のプロセス管理票を令和 6 年度版に 

複写しようとすると下記エラーが表示されます。 

 

 

この場合、複写画面の「プロセス管理票」のチェック

を外せば複写できます。 

 

 

 

  

注意！ 

注意！ 

ICF コードは複写できないので、複写後に再選択が必要です 

複写不可 

「プロセス管理票」の

チェックをはずす 
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■ リハビリテーション計画書（令和 6 年度版）の画面 

  

＜リハビリテーション計画書（令和 6 年度版）＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

旧データ参照 クリックすると、旧様式（令和 3 年度版）を閲覧することができます。 

 

＜興味・関心チェックシート＞ 

 

※令和 3 年度版から変更点は、「作成日」が「評価日」になった点と職種欄が削除されたのみです。 
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＜リハビリ計画書 1｜本人・家族の希望＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

リハ・個別機能、栄養、口腔

の一体的取り組み 

リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組みの有無を選択します。令和３

年度版から複写できない項目です。 

PT・OT・ST・看護職員・ 

その他従事者 

職種の入力方法が選択式になりました。令和３年度版から複写できない項目

です。 

評価日 評価を行った年月日を入力します。 

本人・家族等の希望 

令和 3 年度版では本人と家族で入力欄が分かれていましたが、一体になり

ました。印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が

入力欄の文字数より大きくなります。 
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＜リハビリ計画書 1｜健康状態＞ 

 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

病名コード 
令和 3 年度版では ICD10 コードを使用しましたが、傷病名コードを使

用するように変更されました。令和３年度版から複写できない項目です。 

治療経過 
印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が入力

欄の文字数より大きくなります。 

合併症 
令和 3 年度版では ICD10 コードを付けて入力しましたが、選択式に変

更されました。令和３年度版から複写できない項目です。 

これまでのリハビリテーション

の実施状況 

印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が入力

欄の文字数より大きくなります。 
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【新 LIFE では ICD10 コードを使用できません】 

 傷病名のコードを入力する際、旧 LIFE（令和 3 年度版）では ICD10 コードを使用しましたが、新 LIFE

（令和 6 年度版）では傷病名コードを使用することになり、ICD10 コードが使用できなくなりました。 

 旧データを新様式に複写すると、ICD10 コードを複写できないので傷病名コード欄が空白になります。

コードの再入力が必要になるのでご注意ください。 

 

（令和 3 年度版 既往歴情報入力） 

 

 

（令和 6 年度版 診断名情報入力） 

 

 

 

 

 

【傷病名コード＝請求コードです】 

 傷病名コードの検索に役立つ「診療報酬情報提供サービス」では傷病名コードのことを「請求コード」と

記載しています。 

 

【「診療報酬情報提供サービス」傷病名マスター検索ページ】 

 

 

 

  

POINT 

請求コード＝傷病名コード → ○使用可 

ICD10 コード → ×使用不可 

注意！ 

ICD10 コードは新 LIFE で使えないため複写しません 

複写後、傷病名コード欄が空白になるので改めて入力してください 
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＜リハビリ計画書 1｜心身機能＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

＜リハビリ計画書 1｜活動（基本）＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 
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＜リハビリ計画書 1｜活動（ADL）＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

＜リハビリ計画書 1｜目標＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

ICF コード各欄 
選択できる ICF コードが変更されています。その影響で令和３年度版から ICF コードを

複写できません。 
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＜リハビリ計画書 1｜方針＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

リハビリテーション実施上の留意点 
印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が

入力欄の文字数より大きくなります。 
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＜リハビリ計画書 1｜特記事項＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

特記事項 
印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が入力欄の文字数より大き

くなります。 

 

＜リハビリ計画書２｜活動（IADL)＞ 

 

※タブの並び順が替わりましたが、内容は令和 3 年度版から変更されていません。 
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＜リハビリ計画書２｜環境因子＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

＊計画作成日、見直し予定時期 令和 3 年度では記入が必要でしたが削除されました。 

＊住環境 令和 3 年度版では「調整」欄がありましたが、削除されました。 

＊福祉用具の利用 令和 3 年度版では「調整」欄がありましたが、削除されました。 

 

＜リハビリ計画書２｜社会参加＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

社会参加の状況 分類されていた項目が 1 つにまとめられたため、令和３年度版から複写できません。 
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＜リハビリ計画書２｜要因分析①＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

①活動と参加において、重

要度の高い課題 

印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷時の１行あたりの文字数が入力欄の文

字数より大きくなります。 

①の課題に影響を及ぼす

機能障害 

重要度の高い課題を解決するに影響を及ぼす機能障害を入力します。また、改

善の可能性が高いものにはチェックを入れます。令和３年度版から複写できま

せん。 

 

＜リハビリ計画書２｜要因分析②＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

①の課題に影響を及ぼす

機能障害以外の因子 

重要度の高い課題を解決するに影響を及ぼす機能障害以外の因子を入力しま

す。また、改善の可能性が高いものにはチェックを入れます。令和３年度版か

ら複写できません。 
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＜リハビリ計画書２｜具体的なサービス内容＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

訪問・通所頻度 
入力方法がテキスト形式に変更されました。 

利用時間 

 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

具体的支援内容の名前・

説明欄を除く全項目 

令和３年度版から複写できません。 
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＜リハビリ計画書２｜情報提供＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

＜リハビリ計画書２｜活動と参加＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ開始時から比較して、改善

した・出来るようになった活動と参加 

リハビリテーション開始時から改善した、出来るようになったこ

とを入力します。リハビリを継続する場合に入力します。令和３年

度版から複写できません。印刷レイアウトの枠幅が広いため、印刷

時の１行あたりの文字数が入力欄の文字数より大きくなります。 

診療未実施減算の適用 
診療未実施減算が適用される場合に入力します。（予防）訪問リハ

の場合にのみ入力します。令和３年度版から複写できません。 
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＜リハビリ会議録｜出席者＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

 

＜リハビリ会議録｜内容＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

  



介五郎（介護保険版）Ver.11.4.0.0 差分マニュアル 

 

47 

 

＜リハビリ会議録｜不参加／次回予定＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

＜プロセス管理表｜調査/計画＞ ※プロセス管理票は全て令和３年度版から複写不可 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

調査（Survey）、計画（Plan） 
各項目について、実施したものにチェックを入れます。実施日と備考は

「備考、実施日」欄に入力します。 
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＜プロセス管理表｜実行/評価、改善＞ ※プロセス管理票は全て令和３年度版から複写不可 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

実行（Do）、評価（Check） 

改善（Action） 

各項目について、実施したものにチェックを入れます。実施日と備考は

「備考、実施日」欄に入力します。 

 

＜プロセス管理表｜連携＞ ※プロセス管理票は全て令和３年度版から複写不可 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

家族、介護支援専門員、他事業所等

との連携 

各項目について、実施したものにチェックを入れます。実施日と備考

は「備考、実施日」欄に入力します。 
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＜生活行為向上実施計画｜目標＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 

 

 

＜生活行為向上実施計画｜訓練（活動）＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

プログラム 令和 3 年度版では支援コードの入力が必要でしたが、廃止されました。 
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＜生活行為向上実施計画｜訓練（心身機能／参加）＞ 

 

設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

プログラム 令和 3 年度版では支援コードの入力が必要でしたが、廃止されました。 

 

 

＜生活行為向上実施計画｜評価＞ 

 

※令和 3 年度版から変更されていません。 
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■ 出力帳票サンプル 

 

（興味・関心チェックシート） 
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（リハビリテーション計画書 1/2） 
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（リハビリテーション計画書 2/2） 
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（リハビリテーション会議録） 
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（リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票） 
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（生活行為向上リハビリテーション実施計画） 
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